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不法投棄監視員名簿 （敬称略）

地域 地区 氏　　名

水　
口

伴谷
西
にし
田
だ
　 　 宏

ひろし

村
むら
田
た
　 輝

てる
雄
お

殿
との
城
しろ
　 久

ひさ
夫
お

水口 隠
お
岐
き
　 猛

たけ
夫
お

岩上 藤
ふじ
井
い
　 　 満

みつる

柏木 澤
さわ
田
だ
　 富

とみ
雄
お

貴生川 山
やま
中
なか
　 和

かず
幸
ゆき

谷
たに
川
がわ
　 廣

ひろ
昭
あき

土　
山

鮎河学区 久
ひさ
村
むら
　 　 勇

いさむ

久
く
保
ぼ
喜
き
久
く
次
じ

山内学区 太
おお
田
た
　 新

しん
吾
ご

土山学区 矢
や
田
だ
　 昌

まさ
也
や

永
えい らい

　 久
ひさ
男
お

大野学区 奥
おく
村
むら
　 政

まさ
明
あき

甲　
賀

大原学区 中
なか
井
い
　 満

みつ
信
のぶ

増
ます
田
だ
　 忠

ただ
一
かず

油日学区 松
まつ
本
もと
　 政

まさ
文
ふみ

瀬
せ
古
こ
　 松

まつ
久
ひさ

佐山学区 畑
はた
　 　 紘

こう
司
じ

甲　
南

第一学区 神
かん
田
だ
　 安

やす
政
まさ

第二学区 深
ふか
山
やま
　 清

せい
一
いち

第三学区 西
にし
本
もと
　 惠

けい
一
いち

中部学区 林
はやし
　 　 勝

かつ
介
すけ

希望ケ丘学区 久
く
保
ぼ
　 武

たけ
教
のり

信　
楽

信楽学区 平
ひら
尾
お
　 雅

まさ
弘
ひろ

山
やま
本
もと
　 嘉

よし
紀
き

雲井学区 井
いの
上
うえ
　 義

よし
則
のり

宇
う
田
だ
　 友

とも
広
ひろ

小原学区 坂
さか
本
もと
　 定

さだ
之
ゆき

朝宮学区 関
せき
谷
たに
　 武

たけ
治
じ

多羅尾学区 中
なか
井
い
　 峯

みね
男
お

（任期：平成23年４月1日～平成25年３月31日）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す

甲
賀
市
不
法
投
棄
監
視
員
制
度

　
甲
賀
市
で
は
後
を
絶
た
な
い
廃
棄
物
の

不
法
投
棄・不
適
正
処
理
の
未
然
防
止
と
拡

大
防
止
並
び
に
早
期
解
決
に
向
け
て
、不
法

投
棄
監
視
員
制
度
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
監
視
員
は
、各
地
域
よ
り
推
薦

い
た
だ
い
た
方
を
市
が
任
命
し
、定
期
的
な

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、き
め
細
や
か
な
不
法
投
棄
対
策
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
平
成
23・24
年
度
の
不
法
投
棄
監
視
員
の

皆
さ
ん
を
左
記
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
行
う
と
、廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、最
高
で
５
年
以
下
の

懲
役
又
は
１
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、悪
質
な
不
法
投
棄
で
法
人
の

場
合
は
１
億
円
の
罰
金
が
課
せ

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
自
己
所
有
地
や
借
地
、

地
主
の
了
解
を
得
た
と
し
て
も

廃
棄
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る
場

合
は
、不
法
投
棄
に
該
当
し
法
律

違
反
に
な
り
ま
す
。

◦テレビ、冷蔵庫等粗大ごみ　　◦建築廃材
◦空き缶、レジ袋等散在性ごみ　◦草、樹木

　
こ
れ
ら
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、

全
て
適
正
に
処
分
し
て
い
た
だ
く
方
法

が
あ
り
ま
す
。
処
分
に
は
費
用
が
か
か

り
ま
す
が
、ご
み
を
出
す
側
の
責
任
と
し

て
安
易
に
不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
せ
ず

に
適
正
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。　

生活環境課　廃棄物対策係
  ☎65-0690　Fax63-4582問い合わせ

市内でよくある不法投棄の例

人目につかない林道に捨てられている家庭ごみ

犬の登録はお済みですか
　狂犬病予防法にもとづく春の狂犬病予防集合注射
にご協力ありがとうございました。
　生後91日以上の飼い犬には登録と狂犬病予防注
射が義務付けられています。
　新しく犬を飼われた場合は、市役所生活環境課も
しくはお近くの動物病院で登録手続きを行ってくだ
さい。登録手数料は3,000円です。登録の後、鑑札
と犬の登録カード（愛犬カード）を交付いたします。
　市内の登録件数は、５月末現在で約7,200件です。
登録は、飼育状況を把握することで狂犬病を予防す

るとともに、迷子犬を探す際の手がかりにもなるな
ど、犬と飼い主をつなぐ大切なものです。
　４月に新規登録された方に送付いたしました愛犬
カードの一部に番号記載の誤りがあり、後日訂正さ
せていただきました。
　登録内容や愛犬カードについてのお問い合せは、
生活環境課までご連絡ください。

生活環境課　環境政策係
  ☎65-0692　Fax63-4582問い合わせ

犬
を
飼
っ
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

　

新
名
神
高
速
道
路
を
活
用
し
た
観
光
戦
略
に
取
り
組
む

「
こ
う
か
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
」で
は
、高
速
バ
ス

に
甲
賀
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く「
こ
う
か
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
」

の
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
当
市
の
観
光
資
源
で
あ
る「
甲
賀
流
忍
者
」「
信
楽
焼
」「
東

海
道
の
宿
場
」「
新
名
神
高
速
道
路
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
、

「
甲
賀
市
ら
し
さ
」を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ

「
甲
賀
市
ら
し
さ
」を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
を
バ
ス
の
車

体（
両
側
面
、後
面
）に
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

●
作
品
の
サ
イ
ズ

　
［
側
面
］ 

お
お
む
ね
縦
３・２
ｍ
×
横
11・５
ｍ

　
［
後
面
］ 

お
お
む
ね
縦
３・０
ｍ
×
横
２・４
ｍ

●
応
募
締
切　
８
月
１
日（
月
）

「
こ
う
か
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
」

デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
中

高
速
バ
ス
で
観
光
Ｐ
Ｒ

甲賀市のイメージを乗せて走る高速バス

観光戦略推進室　観光戦略推進係
☎65-0708　Fax63-4087

問い合わせ・応募先

※�採用作品応募者には賞金10万円及び甲
賀市観光特産品を、優秀作品応募者には
甲賀市観光特産品を贈呈します。

※�詳細は、観光戦略推進室に備え付けの応募用
紙または市ホームページをご覧ください。

市が出資（出資率10％）する土山
ハイウェイサービス株式会社の定時
株主総会が６月28日、土山開発セン
ターで開催され、出資割合77％の筆
頭株主である近江鉄道株式会社が議
決権を行使し、役員３名と監査役１
名を近江鉄道株式会社関係者のみで
構成することなどが決定されまし
た。

土山ハイウェイサービス株式会社
は、新名神高速道路の開通及び土山
サービスエリアの開設に向けて、旧
土山町が貴重な税を出資すると共
に、地元企業にも参画を求め、地域の
発展と振興を目的として設立した

「第三セクター」会社として、甲賀市
に引き継がれています。経営陣はこ
れまで、取締役が近江鉄道株式会社
４名、市と地元３名の計７名、監査役
は近江鉄道株式会社１名、地元１名
の計２名で構成されていました。経
営は主に近江鉄道株式会社が担当
し、市と地元株主と近江鉄道株式会

社との信頼関係のもとに、土山ハイ
ウェイサービス株式会社は今日まで
多くのお客様に親しまれて着実に発
展してきました。そして、これから
も市や地元関係者が経営陣に加わ
り、地域の声を直接経営に反映でき
る会社であり続けることができるも
のと考えていましたが、近江鉄道株
式会社関係者のみで占められること
になりました。

このような結果を招いたのは今年
３月末に開かれた取締役会で、土山
ハイウェイサービス株式会社に出向
していた近江鉄道株式会社の社員
が、平成21年に売上金300万円を着
服していた事件が明らかになったの
が発端です。事件後、取締役会に報
告されないまま、近江鉄道株式会社
内部で処理されたことに対し、取締
役会では、近江鉄道株式会社側の社
長を含む経営陣に対する責任とコン
プライアンスの遵守が求められまし
た。さらに、経営陣の刷新を行うた
めに６月28日の株主総会で、新しい
経営陣が提案されましたが、近江鉄
道株式会社がこの提案を否決し、経

営陣の刷新は阻止されると同時に、
近江鉄道株式会社は、修正動議を提
出し、保有株数の権限を行使して取
締役と監査役を独占し、市と地元の
取締役を全て排除しました。

そもそも税が資本の一部に充当さ
れる公共関与の「第三セクター」会社
は、市の信用力と民間の経営力とが
うまく機能してこそ、地域発展に貢
献できることに意義があります。今
回のような近江鉄道株式会社の議決
権行使は、これまでのような近江鉄
道株式会社に対する信頼が失われる
残念な結果となりました。

土山サービスエリアは、市が関与
する公共性の高い施設であり、当市
の魅力を発信していく大切な施設で
あることに変わりなく、市民皆さん
にとっても有益な施設でなければな
りません。このことから、今後も市
は土山ハイウェイサービス株式会社
の株主として、株主総会等の場を通
じて、第三セクターとして健全な経
営がなされるよう意見を述べて参り
ます。

市が出資の土山ハイウェイサービス株式会社
取締役ら近江鉄道株式会社関係者のみで構成
今後も株主として
健全経営に意見
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